
― 39 ―

佳作

佳作

ドルジスレン　デルゲルツェツェグ
DORJSUREN DELGERTSETSEG
国 　 籍 モンゴル
職 　 種 介護
実習実施者 医療法人ハイネスライフ
監 理 団 体 ＧＴＳ協同組合

父と母の声～大草原から～

　介護の仕事をする上で、一番心配することは、認知症
のお年寄りとどうコミュニケーションをとるかです。私
は子供の時、母の医院によく連れていかれました。精神
科医の母は、一般社会では暮らせない精神病者を、自分
の医院で預かっていました。その様子は昨日のことのよ
うに覚えています。母はいつも精神病者を自分の子供の
ように扱おうと、優しく面倒をみていました。睡眠薬が
ないと眠れない患者には、自分の子供に歌うのと同じ子
守歌を歌っていました。不思議にも、精神病者は母の歌
を聴くと落ち着いて、よく眠るのです。
　私は今、長野市の療養病床のある病院に務めていま
す。寝つきの悪い患者には、母に教えてもらった子守歌
を歌ってあげます。モンゴル語は全く分からないのに、
落ち着いた様子で眠りに落ちます。今では、私の声を聞
くだけで笑顔になり、中には涙を流す人もいます。日中、
介護士 ３人がかりで、やっとおむつ交換ができる動きの
激しい患者がいます。ところが、私が夜勤の時、小さな
声でモンゴルの子守歌を歌うと、おとなしくなって、一
人でもおむつ交換ができてしまいます。
　私がながの病院に来た時に、可愛いいおばあちゃんが

いました。おつきあいは、もう ２年です。Ａさんはほと
んど話せません。私とのコミュニケーションは目でし
た。私は目で「今は寝る時間です。寝ましょう。休みま
しょう」と合図します。モンゴルのメロディーに合わせ
て日本語で歌うと、すぐ眠りにつきます。ある日のこと
です。いつも通りＡさんに、子守歌を歌っていると、隣
のベッドのおじいさん（Ｂさん）が「私にも歌ってく
れ」と言うのです。日本語にできるところは日本語で、
できないところはモンゴル語で歌いました。笑顔で聞い
てくれました。
　翌朝Ｂさんは「あなたの夢はなに？」と聞くのです。
私は「ここの病院のような療養ベッドのある施設をモン
ゴルに作りたい」と答えました。モンゴルには、まだ、
日本のような介護技術や施設がありません。いずれ日本
のような進んだ介護が必要になります。Ｂさんは「あな
たの心はモンゴルの子守唄のようにやさしい。夢は必ず
叶います。」嬉しかったです。「帰国の時、今の気持ちを
持ち帰って下さい」と励ましてくれました。
　父が馬に乗りながら歌うモンゴルらしい草原の歌、母
が歌う優しい子守歌。「どんな時も、どんな人にも優し
く」と父の口癖が私の耳に、「父の声」で聞こえました。
「子育てが下手な動物でも、優しく子守歌を歌えば、生
まれたばかりの子にたっぷり乳を飲ませるの」と今度は
「母の声」が聞こえました。
　休み明けの日、Ｂさんは旅立っていました。優しかっ
たＢさんは、家族と遠く離れて一人で暮らす私に、父母
の声を天国から届けてくれたのでしょう。有難うござい
ました。ゆっくりお休み下さい。いつかモンゴルで夢を
叶えるため、長野で頑張ります。
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国 　 籍 モンゴル
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実習実施者 社会福祉法人ハイネスライフ
監 理 団 体 ＧＴＳ協同組合

おばあちゃん～現在と未来の～

　私は介護技能実習生として ２年前に日本に来ました。
コロナで飛行機が飛ばず、 ２年以上待ちました。あきら
めようと何度も思いました。でもモンゴルの家族や先生
に頑張ってと励まされ、日本に行く日を待ちました。
　所属する法人は、実習生を大切にしてくれます。その
ため介護技術も日本語もどんどん上手になりました。高
齢者介護で一番大切なことは、たくさんお話しするこ
と。まず、名前を覚えることです。漢字に慣れないモン
ゴル人には簡単ではありません。お年寄りを名前で呼ぶ
と、私の名前を覚えてくれます。すると、「大丈夫。日
本語分かるよ」と言ってくれます。私はとても嬉しくな
ります。
　女性のＫさんは、お風呂に入りながら歌うのが大好き
です。お気に入りは「靴が鳴る」です。「♪お手てつな
いで…晴れたみ空に靴が鳴る♪」と一言も間違いませ
ん。私は歌っているＫさんの可愛い顔が好きです。もう
一つあります。子育ての思い出話しをするお母さん顔も
好きです。Ｋさんも私もお母さん同士ですから、よく気
持ちが分かります。ある日、Ｋさんは靴が鳴るの歌詞を
少しだけ書いてくれました。私はネットで音声を探し

て、何回も歌いました。どうしてこの歌が好きなのか分
かりました。優しい歌だからです。私は全部覚えてしま
いました。次の入浴の時、私が全部歌うと、太陽のよう
なニコニコ顔になりました。私は日本の優しい歌をいっ
ぱい覚えて、お年寄りに歌ってあげようと思います。
　男性のＬさんは毎日新聞を読むインテリです。私も一
緒に読む時があります。私の日本語が下手なのを知って
いるＬさんは、短くて読みやすいものを選びます。私が
知らない漢字は何度も大きな声で読んでくれます。「大
丈夫。日本語は難しくない！」と励まします。周りの利
用者さんは、Ｌ先生のモンゴル人への授業風景を見てニ
コニコです。私の下手な日本語を「上手ですね」とやさ
しい『うそ』を言います。施設のお年寄りは、みんな私
の大切な大切な日本語の先生です。
　モンゴルには高齢者介護という考え方はありません。
老人療養施設は少しあります。お年寄りの少ないモンゴ
ルと、あふれる日本の違いでしょう。今は若い私たちも、
いつか必ず高齢者になります。今お世話している高齢者
は、若くて元気なころ、次の世代のためにいっしょうけ
んめい働きました。長野の農村にあるこの施設には、小
さな農家だった方が多いのです。施設の外は、りんご畑
とぶどう畑。今は春の花盛りです。山に生まれ育ったお
年寄りは、果樹の花が咲きほこる中で、穏やかに暮らし
ています。
　私は介護の仕事が大好きです。お年寄りには、いつま
でも安心して長生きして欲しい。誰かが疲れ、困ってい
る時には、みんなで助ける。私は高齢者を全力で助けま
す。いつか私もおばあちゃんになって、助けてもらうこ
とになるのですから。
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